
3月13日（木）、「第４回空港グランドハンドリング作業の生産性
向上に関する技術検討会」が開催されました（第3回はNEWS 
EXPRESS26-05参照）。手荷物の仕分け・積み付け業務の省力化・
自動化等に向けて今後、開発ステップを複数に分けた上で、2028年度
以降に、大規模空港から実装していく方向性などが示され、内藤会長
が検討に向けて求める視点などを伝えました。
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＜内藤会長発言要旨＞
 システム開発の定石として、「スモールスタート」で着手するという考え方が

あると認識している。最終的には生産性向上効果が高い大規模空港に実装すべ
きであるが、相対的に人材不足が深刻である地方の中・小規模空港でまず実証
実験等をおこなうという進め方もあるのではないか。

 ULDコンテナへの積み付けロボットに求められる要件として、耐久性も大変
重要である。同様の作業を多数繰り返す負荷に耐えられることに加え、暑さや
塩害被害への対応も必要不可欠である。

技術検討会の様子
航空連合の考え方を説明する

内藤会長
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